
★ 平成２２年度 ★ 

 

● 男女共同参画セミナー ～女と男のせんりゅう講座～ 
川柳づくりなどを通じて、男女共同参画社会のあり方について考えてもらおうと開催しました。講座では、「家

庭」・「職場」・「地域」のそれぞれで「男女共同参画社会になってきたな」と思ったことや「男女共同参画社会は

ほど遠いな」と思ったことを、５・７・５で自由に表現し、意見交換し 

ました。 

・開 催 日      平成２３年２月１６日（水）１４時～１６時 

・場 所      さぬき市役所３階３０１会議室 

・講   演      「５・７・５で伝えよう」 

    講師：玉浦川柳会 会長 山本 正子 氏 

・グループワーク 川柳づくり、グループでの意見交換 

・発 表 会     メンバーの意見と川柳作品の発表 

・講   評       講師による川柳作品の講評 

・参 加 者 ２９人 
 

● 市民グループによる企画事業 ～市民企画講座・市民企画啓発冊子～ 
男女共同参画を広く推進するため、市民による市民のための企画事業を募集しました。平成２２年度は、地域

で活動している４団体が講座を開催し、１団体が啓発冊子を作成しました。 
 

共に学ぶ国際交流 さぬき市国際交流をあたためる会 全２回 参加者のべ１３１人 

さぬき市内に住む外国人との交流を通じて、地域住民の国際理解を深めるとともに、国籍や言葉、性別が違っても、同じ地球に

住む仲間として気持ちで分かり合えることを感じられる講座を開催しました。 

介護食ボランティアを目ざして さぬき市友好翼の会 全５回 参加者のべ２１５人 

超高齢化社会に向け、男女が協力して介護に取り組むためにも、講演や調理実習等を通じて、在宅介護者が大変とする「介護

食」に関する知識と技術を習得できる講座を開催しました。 

お父ちゃんがカジメン（家事男）

に変わる！？ 
さぬき市女性団体連絡会 全３回 参加者のべ１００人 

家庭における男女共同参画を進めるためには、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という固定的性別役割分担意識の払拭

が必要です。男性が家事を始めるきっかけ作りと、それをスムーズに進めるためのサポート術を学べる講座を開催しました。 

次世代につなぐ男性料理教室 男女で料理を学ぶ会 全５回 参加者のべ１０６人 

男性に、料理が楽しいことを知ってもらうとともに、料理を通して育児を楽しむきっかけにしてもらおうと、調理実習と講義を通じ

て、ワークライフバランスとしての「食」と郷土の「食」を学べる講座を開催しました。 

自分らしく生きるぼちぼち読本 いきいき市民の会「明風」 ３００冊 ６４ページ（A5 版） 

さぬき市が目ざす男女共同参画社会の実現に向け、さぬき市男女共同参画推進条例第３条の基本理念ごとに、Q&A、グラフ、

マンガなどを用いて、さぬき市の現状や課題等を理解しながら男女共同参画を楽しく学べる読本を作りました。 
 

 

● 男女共同参画講演会 ～アナウンサー夫婦 笑いと涙の『男女同権』奮闘記～ 
固定的性別役割分担意識を払拭するきっかけにしてもらおうと開催しました。講演会では、夫婦ともに報道現

場の第一線で活躍する中で、立ち会い出産・子育て・介護に夫婦で取り組んできたエピソードなどを通じて、男

女共同参画社会の実現のためには、思いやりの心と、新しいことへの挑戦 

が重要だ、とのお話がありました。 

・開 催 日 平成２２年９月４日（土）１４時～１５時３０分 

・場 所 さぬき市志度音楽ホール 

・講   演 「アナウンサー夫婦 笑いと涙の『男女同権』奮闘記」 

   講師：在京テレビ局男性アナウンサー 

・参 加 者 ３８０人 
 

● 男女共同参画パネル展 
男女共同参画週間にあわせて、さぬき市内の中学生のポスター作品・川柳・句・市民企画講座報告・男女共同

参画 Q&A・新聞の切り抜きなどを、さぬき市役所１階市民ホールに展示しました。 

また、秋に行われたさぬき市文化祭でもパネル展を開催しました。 

 


